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現在，医薬品や合成中間体としての光学活性物質の需要が高まってきている。光学活性化合物を得るた
めの方法の一つとして，結晶化を経るラセミ体の光学分割法が知 られている。光学分割法の歴史は古 く，
これまでに多くの研究が行われてお り，現在で も工業的に有用な方法として実用化 されている。 しかしな
がら，そのキラル識別のメカニズムはいまだ完全に理解されているわけではなく，また，適切な光学分割
剤の選択指針も確立されていない。本研究は，酸 ・塩基対から形成される新規な光学分割剤を創製 し，キ
ラル識別機構の解明に寄与すること，および現在多くの分野において精力的に研究が進んでいる超分子化
学における分子配列制御の方法論を確立することを目的 としている。
酸 ・塩基対は，結晶中ではらせん構造を形成することが知られている。アキラルなカルボン酸である安
息香酸と光学活性なアミノアルコールである2― アミノ―1，2― ジフェニルエタノールとの塩が，芳香
族アルコールである1― フェニルエタノール類 を包接することによって，三つの成分から構成される共晶
を形成することを見いだした （左下図）。包接されたアルコールを単離 し，その光学純度をキラルHPLC
によって測定したところ，87％eeという高い立体選択性を示し，超分子 らせん構造による不斉認識が達成
されたことがわかった。そこで，同様の包接現
象がみ られた計20種 のアルコールについて
その光学純度の測定を行い，その結果を下の表
にまとめた。表に示したように，多くのアルコ
ール に関して効率的な光学分割が達成される
ことがわかった。
以上のように，本研究によって，単純な酸 ・
塩基対がアルコール類に対する有用な光学分
割剤として利用できる可能性が示された。
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